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　市では、ごみの減量とリサイクル推進のため、ご

みと資源物の分別をお願いしています。

　分別方法を知り、資源物をごみとして排出しない

ように気を付けましょう。

　また、資源物の持ち去りを防ぐため、収集日の午

前８時３０分までの明るい時間に出しましょう。

剪定枝の排出方法

　庭木を剪定した

際に出る枝類は、

資源物として無料

で戸別回収してい

ます。

　回収には、事前

に問い合わせ先へ

申し込みが必要です。集積所に出しても回収されな

いのでご注意ください。

○対　象　直径２０センチメートル以内、長さ１メー

トル以内の枝

○排出方法　直径３０センチメートル以内に結束（細

かい枝などは袋で排出可）

　※落ち葉や下草も無料で戸別回収しています。土

や石などが混ざらないように袋へ入れてください。

○問い合わせ先　剪定枝回収申込電話　1０４６（２５２）

７５６０

缶・瓶の排出方法

　一部を除き、缶・

瓶は資源物として回

収をしています。排

出方法を知り、正し

く分別しましょう。
○対　象

　資源物の回収日に出すもの

　▽缶＝飲料用の缶、缶詰など食用品の缶、のり・

茶・菓子などの缶

　▽瓶＝飲料用の瓶、調味料（しょうゆ、みりんな

ど）、コーヒーなどの瓶

　燃えないごみの回収日に出すもの

　▽缶＝スプレー缶、一斗缶、塗料の缶など

　▽瓶＝化粧・薬品の瓶、哺乳瓶、ガラス製品のコ

ップ・ふたなど

○排出方法　ふたをはずし、中身を空にして洗浄後、

アルミ缶はつぶし袋に入れる（缶と瓶は別の袋へ

入れる）

　※アルミのふたは資源物の回収日、プラスチック

のふたはプラスチック製容器包装の回収日。

担当 資源対策課

1０４６（２５２）７６５９　5０４６（２５２）７６１６

　市内では、平成２９

年に２１件の火災が発

生しました。火災は、

たばこの不始末や放

火、こんろの不注意

などが主な原因とな

っています。

　たばこの火は小さいですが、周囲の状況

や管理方法で大きな火災に発展する恐れが

あります。

　たばこによる火災は、喫煙者一人一人が

火災の危険性を理解し、次のことに気を付

けることで防ぐことができます。火災予防

に努めましょう。

たばこによる火災を防ぐために

　● 決められた喫煙場所を利用する。

　● 寝たばこをしない。

　● 火気厳禁の場所で喫煙しない。

　● 灰皿を使用し、「ポイ捨て」をしない。

　● 灰皿の吸い殻を定期的に捨てる。

　※完全に消火するため、灰皿に水を張る

ようにしましょう。

担当 消防本部予防課

1０４６（２５６）２１８７　5０４６（２５６）３２２５

防ごう
「たばこによる火災」

資源物回収にご協力を　剪定枝と缶・瓶

大
正

　

大
正
４
年
に
撮
影
さ
れ
た
大
凧「 
倭
魂 
」。

や
ま
と
だ
ま
し
い

座
間
の
大
凧
を
写
し
た
最
古
の
写
真
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
き
さ
は
５
間
（
９
メ
ー
ト
ル
四
方
）

で
、
「
倭
魂
」
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に

参
戦
し
た
当
時
の
様
子
を
反
映
し
て
い
ま

す
。

　

服
装
は
、ほ
と
ん
ど
が
紺
色
の
無
地
で
、

地
味
な
出
で
立
ち
で
す
。

昭
和
（
太
平
洋
戦
争
後
）

　

昭
和　

年
、
終
戦
後
、
初
め
て
掲
揚
さ

２１

れ
た
大
凧
。
凧
文
字「 
復
興 
」に
は
、
人
々

ふ
っ
こ
う

が
込
め
た
願
い
や
希
望
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

人
々
の
表
情
に
は
笑
顔
が
あ
り
、
肩
を

組
む
様
子
や
描
か
れ
た
ロ
ー
マ
字
か
ら
、

自
由
な
空
気
感
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

平
成　

年
、
神
奈
川
県
国
民
体
育
大
会

１０

（
国
体
）
を
記
念
し
て
掲
揚
し
た
大
凧
で

す
。
市
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
会
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
、
市
制　

周
年
を
記
念
し
て

１３

３０

掲
揚
し
た
大
凧
で
す
。　

世
紀
に
ち
な
ん

２１

で
２
１
０
畳
敷
き
の
大
凧
を
制
作
し
、　

・
１８

　

メ
ー
ト
ル
四
方
で
世
界
一
の
大
凧
は
、

６５見
事
に
大
空
を
舞
い
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
、
凧
文
字
「 
必 ひっ 
勝 
」
は
、
太

し
ょ
う

１７

平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
、
当
時
の
世
相
を

反
映
し
て
い
ま
す
。

　

人
々
の
表
情
も
堅
く
、
緊
張
感
の
あ
る

雰
囲
気
が
う
か
が
え
ま
す
。

※
写
真
は
「
写
真
展
『
座
間
の
大
凧
』
よ

り
」
。

の
大
凧
は
、
当
時
、
日
本
一
の
大
き
さ
で

し
た
。

昭
和
（
太
平
洋
戦
争
前
）

　

昭
和
２
年
、
小
田
急
線
開
通
を
記
念
し

て
掲
揚
し
た
３
間
（
５
・
４
メ
ー
ト
ル
四

方
）
と
５
間
の
大
凧
で
す
。

　

凧
文
字
の
代
わ
り
に
小
田
急
の
マ
ー
ク

が
描
か
れ
、
小
田
急
線
の
開
通
が
大
き
な

出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
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骨
組
み

　

竹
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
細

く
割
っ
た
り
、
必
要
に
応
じ
た

サ
イ
ズ
に
加
工
し
ま
す
。

　

加
工
し
た
竹
は
、
強
度
や
バ

ラ
ン
ス
を
見
極
め
、　

メ
ー
ト

１３

ル
四
方
の
大
凧
に
組
み
合
わ
せ

て
い
き
ま
す
。

紙
貼
り
・
縄
入
れ

　

和
紙
を
貼
り
合
せ
、
縦
１
・

７
メ
ー
ト
ル
、
横
６
・　

メ
ー

７６

ト
ル
の
和
紙
を　

枚
作
り
ま
す
。

１６

　

貼
り
合
せ
た
和
紙
に
は
、
大

凧
へ
結
び
つ
け
る
縄
を
取
り
付

け
ま
す
。

文
字
書
き

　

貼
り
合
せ
た
和
紙
に
凧
文
字

を
書
き
込
み
ま
す
。

　

凧
文
字
は
、木
炭
で
下
書
し
、

墨
で
縁
取
っ
た
後
、
赤
と
緑
の

２
色
で
塗
り
分
け
ま
す
。

糸
目
付
け

　

骨
組
み
を
終
え
た
大
凧
に
掲

揚
す
る
た
め
の
凧
糸
を
結
び
つ

け
ま
す
。
凧
糸
の
張
り
具
合
に

よ
っ
て
、上
空
で
の
大
凧
の
バ

ラ
ン
ス
が
決
ま
る
た
め
、
大
凧

づ
く
り
の
中
で
、
最
も
重
要
な

作
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
座
間
の
大
凧
」
は
、
市
大
凧
保
存
会
が
中
心
と
な
り
、
竹
の
加
工
か
ら
当
日
掲
揚
す
る
大
凧

ま
で
、
約
３
カ
月
を
か
け
、
全
て
手
作
り
で
制
作
し
ま
す
。

担
当 

市
大
凧
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）
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「
座
間
の
大
凧
揚
げ
」
は
、
初
節
句
を

迎
え
た
子
ど
も
を
祝
う
た
め
に
始
ま
っ
た

と
さ
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行
事

で
す
。

　

凧
文
字
や
掲
揚
に
携
わ
る
人
々
に
は
、

当
時
の
様
子
が
表
れ
て
お
り
、
そ
の
時
代

ご
と
の
「
座
間
」
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

昭和２６年、初節句を祝って
作られた大凧

大
凧
揚
げ
の
歴
史

　

江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
大
凧
揚
げ
と
大

凧
づ
く
り
は
、
若
者
の
娯
楽
と
し
て
受
け

入
れ
ら
れ
ま
し
た
。当
時
の
大
凧
は
、大
き

く
て
も
２
間（
３
・
６
メ
ー
ト
ル
四
方
）程

度
で
、家
ご
と
に
掲
揚
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

時
が
経
つ
と
、
大
凧
は
、
大
き
く
、
高

く
揚
が
っ
た
方
が
縁
起
が
良
い
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
大
き
さ
と
高
さ
を
競
い

合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
第
に
大
凧
は
大
型
化
し
、
地
区
ご
と

に
行
う
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

都
市
化
の
影
響
な
ど
で
掲
揚
で
き
る
場
所

が
限
ら
れ
て
く
る
と
、
昭
和　

年
代
か
ら

４０

市
を
挙
げ
て
、
相
模
川
河
川
敷
で
掲
揚
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。昭
和　

年
に
は
、

５０

座
間
市
大
凧
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
「
座

間
市
大
凧
ま
つ
り
」
を
開
催
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
４
年
、
凧
文
字
「 
快  
哉 
」
に
は
、

か
い 
さ
い

世
界
恐
慌
が
発
生
し
た
年
に
、
不
景
気
か

ら
の
脱
却
を
願
う
気
持
ち
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

昭
和
９
年
、
新
調
の
染
め
着
の
袖
口
に

は
柄
が
あ
り
、
腰
帯
や
帽
子
な
ど
晴
れ
着

の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

同
年
、
服
装
に
は
華
や
か
な
も
の
が
多

く
、個
性
が
表
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
、
服
装
が
派
手
に
な
り
、
化

２４

粧
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
度
経

済
成
長
へ
向
か
う
、
明
る
い
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

昭
和　

年
、
高
度
経
済
成
長
の
真
っ
最

３６

中
、
服
装
は
さ
ら
に
派
手
に
な
り
、
帽
子

な
ど
の
装
飾
品
も
増
え
ま
し
た
。

平
成

　

平
成
３
年
、
市
制　

周
年
を
記
念
し
て

２０

掲
揚
し
た
大
凧
で
す
。　

メ
ー
ト
ル
四
方

１４

担
当 

生
涯
学
習
課　
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揚
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座
間
の
歴
史


